
交通死亡事故ゼロ１年達成
～宮城県警察本部長讃辞伝達式～

　6月10日(水)、市内での交通死亡事故ゼロ1年を同月9日(火)
に達成したことを受けて、宮城県警察本部長名の讃辞が贈られ
ました。市内では、昨年大清水地内の国道4号で起こった普通
乗用車の衝突事故から1年間、死亡事故が発生していません。
　富沢俊幸大和警察署長から「交通死亡事故ゼロ1年達成は、
交通安全活動を積極的に行っている市をはじめ、市民の皆さん
の不断の努力の結果。これからも交通死亡事故ゼロを継続して
ほしい」とメッセージを添えて、讃辞が贈られました。市長か
らは「交通死亡事故ゼロ1年、そして市内の物損事故、人身事
故ともに減少傾向にあるのは、市民の皆さんにご尽力いただい
た結果です。今後も安全安心のまちづくりを進めてまいります」
と述べました。
　市では、今後も市民の皆さんや関係団体と連携し、オール富
谷で交通事故のない富谷市を目指してまいります。

宮城県市長会副会長として要望活動
東日本大震災からの復旧･復興

　6月11日(木)、市長が宮城県市長会（会長：大崎市長）にお
ける要望活動を行いました。東日本大震災からの復旧・復興に
ついて、菅家一郎副大臣とウェブ会議で意見交換を行っていま
す。市長は今年から宮城県市長会副会長として、県市長会の重
責も担います。

富谷塾第3期始動！コロナ禍のピンチをチャンスに！

株式会社EIGHT CROWNS(エイトクラウンズ)
モンキーマジックのメンバーで、富谷市民であるメイナード プラ
ントさんと菊池拓哉さんが、最高品質のはちみつを届けたい思い
と、地域のミツバチと日本の養蜂産業の窮状の一助になりたいと
いう志をもって、2018年に設立。富谷市まちづくり産業交流プラ
ザ(TOMI+)に入居し、養蜂事業を展開中。
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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

5月18日～31日
18日（月） 庁議、来客応対
19日（火） 仙台河川国道事務所訪問、来客応対
20日（水） 黒川地域行政事務組合理事会
21日（木） 来客応対
22日（金） 宮城県庁訪問、大崎市役所訪問

25日（月） 庁議、富谷宿街道まつり実行委員会、宮城県市町村
職員共済組合監事会

26日（火）
黒川地域行政事務組合議会臨時会、宮城県民間非営
利活動促進委員会、新型コロナウイルス感染症に係
る市町村長会議

27日（水）
新型コロナウイルス感染症対策本部会議、富谷茶茶
摘み式、記者会見、交通安全指導員委嘱状交付式、
来客応対

28日（木）
仙塩広域都市計画区分の変更に関する文書の交付
式、宮城県土地改良事業団体連合会仙台支部監査、
臨時庁議、来客応対

29日（金） 来客応対

6月1日～15日

1日（月） 辞令交付式、庁議、富谷市議会全員協議会、富谷市
議会定例会提出議案に係る記者発表

2日（火） 来客応対

3日（水） 市民歌体操ひろめ隊動画撮影、名取市役所訪問、来
客応対

4日（木） 宮城県市町村職員共済組合役員会・組合会、来客応対

5日（金） とみやはちみつプロジェクト採蜜式、来客応対

8日（月） 勤続30年職員表彰状伝達式、庁議、来客応対

9日（火） 富谷市議会定例会

10日（水） 市民歌体操動画撮影、交通死亡事故ゼロ1年達成に
伴う宮城県警察本部長讃辞伝達式、来客応対

11日（木） 宮城県市長会要望活動・正副会長会議、来客応対

12日（金） 富谷市議会定例会

13日（土） 富谷塾第3期開塾式

15日（月） 富谷市議会定例会

市 長 日 録

「富谷茶」が今まさに、新しい歴史を刻もう
としています。
江戸時代、“富谷茶飲んで味は吉岡”と奥道
中歌に詠まれるほど、富谷はお茶の名産地でし
た。その品質の良さには定評があり、伊達政宗
公の推奨のもと、京都や盛岡といった遠方とも
取引をし、「奥州の宇治茶」としても名をはせ
ていたということは驚きです。
大正末期頃まで30軒ほどのお茶栽培農家が
ありましたが、その後、他の産地に押され、次
第に栽培されなくなってしまいました。ただ１
軒、自家用として栽培・製茶していた氣仙屋さ
んにおいても、昭和40年代には栽培をやめら
れてしまいました。
もはや、昔話のようになってしまった「富谷
茶」ですが、市内３つの小・中学校の校章にお
茶の葉が使われており、富谷の象徴として存在
していることに違いありません。これまでも、
富谷市シルバー人材センター、商工会、しんま
ち地区等の皆さまのご協力・ご努力により、「富
谷茶」をつないできていただきました。富谷の
人々の心の中に、お茶を愛する温かな心や、お
茶をもてなす心、お茶によってもたらされる穏
やかな心がはぐくまれてきたように感じます。
平成29年10月から、富谷茶復活プロジェク
トがスタートしています。昨年２月には、日本
紙通商㈱と再生技術協力を締結し、容器内挿し
木技術で富谷茶在来種から苗木の再生を試みま
した。独自の挿し木技術を利用し、在来種を増
殖させることにより、「富谷茶」の原種が受け
継がれたことは、本当に意味があることだと思
います。
そしてこのたび、在来種を栽培していただく
のが、安藤健一さんと小松大介さんです。お二
人には、今年1000本ずつの苗木を育てていた
だきます。
今後は、商品化も見据えながら、毎年2000本
ずつ５年間にわたり植樹を続けていき、以前の
ような「富谷茶」の里をつくっていく計画です。
「富谷茶」の歴史が、昔話ではなく、現在、
そして未来につながる新
たなストーリーとして進
んでいくことを想像しな
がら、大切に見守ってい
きたいと思います。

｢富谷茶｣ 新歴史スタート

インフォメーション
問・申産業観光課　☎358-0524

　富谷塾(塾長：市長)は「自分のアイデアを実現したい！」という思
いを持つ塾生同士が出会い、そして学び合うことで新たなビジネスや
活動を創出する新しいスタイルの起業塾です。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、開催を見合わせていた第
3期富谷塾（3期生は6月17日現在で165名）。感染症対策を徹底した
上で、6月13日(土)に開塾式を行いました。
　式では、先輩起業家でもある塾長が「コロナ禍のピンチをチャンス
に変えてほしい。富谷塾で出会いと学び合いを大切にし、一歩踏み出
してほしい」と富谷塾への思いや塾生に寄せる期待を伝えました。
　また、TOMI+入居企業である株式会社EIGHT CROWNSと塾長に
よる記念トークセッションを開催。代表取締役のメイナードさんは来春オ
ープンする富谷宿観光交流ステーション（とみやど）に触れながら「TOMI
＋と、とみやどに可能性を感じる。皆さんのアイデアをシェアしてい
きましょう」と話されました。「塾生の皆さんが思っていることを形
にしましょう。そして、一緒に富谷を盛り上げましょう」と菊池さん。
富谷市民である2人から、塾生に熱いメッセージが伝えられました。

　「富谷が好き」「富谷で何かしてみたい」な
ど、起業やまちづくりに興味がある方は、産
業観光課へ問い合わせください。

株式会社EIGHT CROWNSのメイナードさん(中央)と
菊池さん(右)

　　�塾長講話、TOMI＋入居企業EIGHT CROWNS（メイナード プラントさん、菊池拓哉さん）�
がトークセッション

　　�TOMI＋入居企業  EIGHT CROWNS（メイナード プラントさん、菊池拓哉さん）が�
塾長とトークセッション

　　�塾生随時募集中！

TOMI+
ホームページ
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